
マシンオートメーションコントローラ ＮＪシリーズ 

EｔｈｅｒNet/IP
TM

接続ガイド 

オムロン株式会社

プログラマブル コントローラ編

（CJ2 シリーズ） 

SBCZ-765C



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権・商標について 
 

 

 
スクリーンショットはマイクロソフトの許可を得て使用しています。 

Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

ODVA、EtherNet/IPTMは、ODVA の商標です。 

EtherCAT®は、ドイツのベッコフオートメーション株式会社がライセンスを供与した登録商標で

あり、特許取得済みの技術です。 

Sysmac はオムロン株式会社製 FA 機器製品の日本およびその他の国における商標または登録商

標です。 

本資料に記載されている会社名・製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 



 

 

目 次 

 

1. 関連マニュアル ........................................................................................... 1 
2. 用語と定義 .................................................................................................. 2 
3. 注意事項 ...................................................................................................... 3 
4. 概要 ............................................................................................................. 4 
5. 対象機器とデバイス構成 ............................................................................. 5 

5.1. 対象機器............................................................................................. 5 
5.2. デバイス構成 ..................................................................................... 6 

6. EtherNet/IPの設定内容 ............................................................................... 8 
6.1. EtherNet/IPの通信パラメータ ............................................................ 8 
6.2. タグデータリンクの割り付け ............................................................ 8 

7. EtherNet/IPの接続手順 ............................................................................... 9 
7.1. 作業の流れ ....................................................................................... 10 
7.2. PLCの設定 ........................................................................................11 
7.3. コントローラの設定......................................................................... 20 
7.4. ネットワークの設定......................................................................... 26 
7.5. EtherNet/IP通信の確認..................................................................... 30 

8. 初期化方法 ................................................................................................ 36 
8.1. コントローラの初期化 ..................................................................... 36 
8.2. PLCの初期化.................................................................................... 39 

9. 付録 1 タグデータリンクの設定内容詳細 ............................................... 41 
9.1. グローバル変数テーブル.................................................................. 41 
9.2. 相手機器とグローバル変数の関係 ................................................... 41 
9.3. タグデータリンクの関連付け .......................................................... 42 

10. 付録 2 ツールによるタグデータリンクの設定 .................................... 43 
10.1. タグデータリンクの設定概要 .......................................................... 43 
10.2. 『最初からパラメータを設定する方法』での作業の流れ................ 44 
10.3. ツールを使用したコントローラの設定 ............................................ 46 
10.4. ツールを使用したネットワークの設定 ............................................ 55 

11. 改訂履歴 ................................................................................................ 75 
 

 



1．関連マニュアル 

 1

 

1. 関連マニュアル 
 

本資料に関連するマニュアルは以下のとおりです。 

システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する機器・装置のマニュアルや取扱

説明書などを必ず入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項を

含め、内容を確認のうえ使用してください。 

 

Man.No. 形式 マニュアル名称 

SBCA-358 形 NJ501-□□□□ 

形 NJ301-□□□□ 

NJ シリーズ CPU ユニット ユーザーズマニュアル 

ハードウェア編 

SBCA-359 形 NJ501-□□□□ 

形 NJ301-□□□□ 

NJ シリーズ CPU ユニット ユーザーズマニュアル 

ソフトウェア編 

SBCD-359 形 NJ501-□□□□ 

形 NJ301-□□□□ 

NJ シリーズ CPU ユニット内蔵 EtherNet/IPTM 

ポート ユーザーズマニュアル 

SBCA-362 形 SYSMAC-SE2□□□ Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル 

SBCA-349 形 CJ2H-CPU6□-EIP 

形 CJ2M-CPU3□ 

CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット 

ユーザーズマニュアル ハードウェア編 

SBCA-350 形 CJ2H-CPU6□-EIP 

形 CJ2M-CPU3□ 

CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット 

ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 

SBCD-342 形 CJ2H-CPU6□-EIP 

形 CJ2M-CPU3□ 

EtherNet/IP ユニットユーザーズマニュアル 

SBCA-337 － CX-Programmer オペレーションマニュアル 
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2. 用語と定義 
 

用語 説明・定義 

ノード コントローラやデバイスは EtherNet/IPポートを介して EtherNet/IPネッ

トワークに接続されます。EtherNet/IP はネットワークに接続された、そ

れぞれの EtherNet/IP ポートを１ノードとして認識します。 

２つの EtherNet/IPポートを実装したデバイスが EtherNet/IPネットワー

クに接続されている場合、EtherNet/IP はこのデバイスを２ノードとして

認識します。 

EtherNet/IP はネットワークに接続された、これらのノード間でデータを

交換することにより、コントローラ間の通信やコントローラ/デバイス間

の通信を実現します。 

タグ EtherNet/IP ネットワーク上で交換されるデータの最小単位をタグと呼

びます。タグはネットワーク変数名、または、物理アドレスとして定義

され、各デバイスのメモリエリアに割り付けられます。 

タグセット EtherNet/IP ネットワークでは、複数のタグでひとつのデータ単位を構成

し、このデータ単位を交換することができます。データ交換のために複

数のタグで構成された、データ単位をタグセットと呼びます。オムロン

製コントローラの場合、1 つのタグセットに、8 個までのタグを構成する

ことが出来ます。 

タグデータリンク EtherNet/IP では、ユーザプログラムを必要とせず、タグやタグセットを

ノード間でサイクリックに交換することができます。EtherNet/IP に標準

的に実装されている、この機能をタグデータリンクと呼びます。 

コネクション データの同期性を保証するデータ交換の単位をコネクションと呼びま

す。コネクションはタグやタグセットで構成されます。指定したノード

間で、同期的なタグデータリンクを開設することを「コネクションを張

る」と呼びます。コネクションが張られると、そのコネクションを構成

するタグやタグセットは指定されたノード間で同期的に交換されます。

オリジネータとター

ゲット 

タグデータリンクを行うためには、一方のノードが、「コネクション」と

呼ぶ通信回線を開設要求（オープン）します。 

コネクションを開設（オープン）する方を「オリジネータ」と呼び、コ

ネクションを開設（オープン）される方を「ターゲット」と呼びます。

タグデータリンクパ

ラメータ 

タグデータリンクの設定において、「タグ設定」「タグセット設定」「コネ

クション設定」の内容を一括にまとめた設定データのことを指します。
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3. 注意事項 
 

(1) 実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のう

え、定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を最小にする

安全回路などの安全対策を講じてください。 

(2) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアル

や取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意

事項を含め、内容を確認のうえ使用してください。 

(3) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 

(4) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布するこ

とを禁じます。 

(5) 本資料の記載内容は、2013 年 7 月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 

 

本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 

 
 

安全上の要点 

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 

 

 

使用上の注意  

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 

 

参考  
必要に応じて読んでいただきたい項目です。 

知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 
図記号の説明 
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4. 概要 
 

本資料は、オムロン株式会社（以下、オムロン）製 CJ2 シリーズ プログラマブルコントロ

ーラ＋EtherNet/IP ユニット（以下、PLC）を、マシンオートメーションコントローラ NJ

シリーズ（以下、コントローラ）と、EtherNet/IP で接続する手順とその確認方法をまとめた

ものです。 

あらかじめ準備されたプロジェクトファイルの EtherNet/IP 設定を使い、EtherNet/IP のタグ

データリンクを動作させる方法（以下『設定ファイルを使用する方法』）について記載します。 

また、ファイルを読み込まずに設定ツールでパラメータを入力する方法（以下『最初からパ

ラメータを設定する方法』）を、「9.付録 1」および「10.付録 2」に記載します。 

 

『設定ファイルを使用する方法』にて作業を行う場合には、オムロンより「Sysmac Studio

プロジェクトファイル」と「Network Configurator v3 ネットワーク構成ファイル」（以下、あ

わせて「設定ファイル」）の最新 2 ファイルを事前に準備してください。 

 

名称 ファイル名 バージョン 

Sysmac Studio プロジェクトファ

イル（拡張子：smc） 
OMRON_CJ2_EIP_V101.smc Ver.1.01 

Network Configurator v3 ネットワ

ーク構成ファイル（拡張子：nvf）
OMRON_CJ2_EIP_V101.nvf Ver.1.01 
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5. 対象機器とデバイス構成 
 

5.1. 対象機器 

接続の対象となる機器は以下のとおりです。 

 

メーカ 名称 形式 

オムロン NJ シリーズ CPU ユニット 形 NJ501-□□□□ 
形 NJ301-□□□□ 

オムロン CJ2 シリーズ CPU ユニット 形 CJ2□-CPU□□ 

オムロン EtherNet/IP ユニット 形 CJ1W-EIP21 
形 CJ2H-CPU6□-EIP 
形 CJ2M-CPU3□ 

 

使用上の注意  

本資料の接続手順および接続確認では、上記対象機器の中から 5.2.項に記載された形式およ

びバージョンの機器を使用しています。 

5.2 項に記載されたバージョンより古いバージョンの機器は使用できません。 

上記対象機器の中から 5.2.項に記載されていない形式、あるいは 5.2.項に記載されているバ

ージョンより新しいバージョンの機器を使用する場合は、取扱説明書などにより仕様上の差

異を確認のうえ、作業を行ってください。 

 

参考  
本資料は通信確立までの接続手順について記載したものであって、接続手順以外の操作、設

置および配線方法は記載しておりません。機器の機能や動作に関しても記載しておりませ

ん。取扱説明書を参照するか、オムロンまでお問い合わせください。 
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5.2. デバイス構成 

本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メーカ 名称 形式 バージョン

オムロン NJ シリーズ CPU ユニット 
（内蔵 EtherNet/IP ポート） 

形 NJ501-1500 Ver.1.05 

オムロン 電源ユニット 形 NJ-PA3001  

オムロン スイッチングハブ 形 W4S1-05C Ver.1.00 

オムロン Sysmac Studio 形 SYSMAC-SE2□□□ Ver.1.06 

オムロン Network-Configurator （Sysmac Studio に同梱） Ver.3.55 

オムロン Sysmac Studio プロジェクトフ

ァイル 
OMRON_CJ2_EIP_V101.smc Ver.1.01 

オムロン Network Configurator v3 ネット

ワーク構成ファイル 
OMRON_CJ2_EIP_V101.nvf Ver.1.01 

－ パソコン(OS：Windows 7) －  

－ USB ケーブル 
（USB2.0 準拠 B コネクタ） 

－  

－ LAN ケーブル（Ethernet カテゴ

リ 5 以上の STP（シールドツイ

ストペア）ケーブル） 

－  

オムロン PLC CPU ユニット 
（内蔵 EtherNet/IP ポート） 

形 CJ2M-CPU32 
（CJ2M-EIP21 内蔵） 

Ver.2.0 
(Ver.2.1) 

オムロン 電源ユニット 形 CJ1W-PA202  

オムロン CX-One 形 CXONE-AL□□C-V4 

/AL□□D-V4 

Ver.4.□□ 

オムロン CX-Programmer （CX-One に同梱） Ver.9.43 

 

 

パソコン（Sysmac Studio、 
CX-One インストール済み、 
OS：Windows 7）

USB ケーブル 

LAN ケーブル 

形 NJ501-1500 
（内蔵 EtherNet/IP ポート）

スイッチングハブ 
形 W4S1-05C 

形 CJ2M-CPU32 
（内蔵 EtherNet/IP ポート）

USB ケーブル 
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使用上の注意  

設定ファイルを使用する場合、オムロン株式会社より「Sysmac Studio プロジェクトファイ

ル」と「Network Configurator v3 ネットワーク構成ファイル」の最新 2 ファイルを事前に準

備してください。 

（ファイルの入手については、オムロン株式会社までお問い合わせください） 

 

使用上の注意  

Sysmac Studio および CX-Programmer は、本項記載のバージョン以降に、オートアップデ

ートしてください。 

なお、本項記載のバージョン以外を使用すると、7 章以降の手順に差異があることがありま

す。その場合は、「Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル」(SBCA-362)、

「Network-Configurator のオンラインヘルプ」および「CX-Programmer オペレーションマ

ニュアル」(SBCA-337)を参照して、手順と同等の処理を行ってください。 

 

参考  
本資料ではコントローラとの接続に USB を使用します。USB ドライバのインストールにつ

いては、「Sysmac Studio Version 1 オペレーションマニュアル」(SBCA-362)の「付録 A-1 

USB ケーブルで直接接続する場合のドライバのインストール方法」を参照してください。 

 

参考  
本資料では PLC との接続に USB を使用します。USB ドライバのインストールについては、

「CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット ユーザーズマニュアル ハードウェア編」(SBCA-349)の

「付-5 USB ドライバのインストール」を参照してください。 
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6. EtherNet/IP の設定内容 
 

本資料で設定する通信パラメータおよびタグデータリンクの仕様を示します。 

以降の章では説明内容により、PLC を、「相手機器」と称しています。 

 

 

6.1. EtherNet/IPの通信パラメータ 

コントローラと相手機器を EtherNet/IP で接続するための通信パラメータは、以下になります。 

 

 コントローラ（ノード 1） PLC（ノード 2） 

IP アドレス 192.168.250.1 192.168.250.2 

サブネットマスク 255.255.255.0 255.255.255.0 

 

 

6.2. タグデータリンクの割り付け 

相手機器のタグデータリンクのデータは、コントローラのグローバル変数に割り当てられま

す。機器データとグローバル変数の関係を以下に示します。 

下記、グローバル変数は、「設定ファイル」に設定されています。 

 

■出力エリア（コントローラ→PLC） 

オフセット 相手機器データ グローバル変数名 データ型 保持

＋0～＋9 PLC D10100～ (20byte) EIP002_D10100_OUT WORD[10] 有効

 

■入力エリア（コントローラ←PLC） 

オフセット 相手機器データ グローバル変数名 データ型 保持

＋0～＋9 PLC D10000～ (20byte) EIP002_D10000_IN WORD[10] 有効

 

参考  
データ型に配列型を指定する場合、Sysmac Studio では、以下の 2 つの入力方法があり、入

力後は①は②に変換され、表示は常に②となります。 

①WORD[3] ／ ②ARRAY[0..2] OF WORD 

本資料では簡略化のため「WORD[3]」と表記しています。 

（上記の例は、3 つの配列要素を持つ WORD 型のデータ型を意味しています。） 

 



7．EtherNet/IP の接続手順 

 9

パソコン 

相手機器 

コントローラ

 

7. EtherNet/IP の接続手順 
 

本章では、『設定ファイルを使用する方法』を使い、PLC とコントローラを EtherNet/IP で接

続するための手順について記載します。 

本資料では、コントローラおよび PLC が工場出荷時の初期設定状態であることを前提として

説明します。機器の初期化については「8.初期化方法」を参照してください。 

 

■設定概要 

『設定ファイルを使用する方法』で EtherNet/IP のタグデータリンクを動作させるための

処理の関係を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用上の注意  

オムロン株式会社より「Sysmac Studio プロジェクトファイル」と「Network Configurator v3

ネットワーク構成ファイル」の最新 2 ファイルを事前に準備してください。 

（ファイルの入手については、オムロン株式会社までお問い合わせください） 

 

 

プロジェクト

データの転送 

プロジェクトファ

イルの読み込み 

タグデータリンク

パラメータの転送

ネットワーク構成 
ファイルの読み込み

Network Configurator 

「Sysmac Studio 
プロジェクトファイル」

「Network Configurator v3
ネットワーク構成ファイル」 

設定ファイル 

Sysmac Studio 
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7.1. 作業の流れ 

EtherNet/IP のタグデータリンクを動作させるための手順は以下のとおりです。 

 

7.2.PLC の設定 PLC の設定を行います。 

▼  

 7.2.1.ハード設定 PLC のハードスイッチを設定し、ネットワークの

配線を行います。 

▼  

 7.2.2. CX-Programmer の起動と PLC

オンライン接続 

CX-Programmer を起動し、PLC とオンライン接

続します。 

▼  

 7.2.3. パラメータ設定 PLC の I/O テーブルを作成し、IP アドレスを設定

します。 

▽  

7.3.コントローラの設定 コントローラの設定を行います。 

▼  

 7.3.1.Sysmac Studio の起動とプロジ

ェクトファイルの読み込み 

Sysmac Studio を起動し、「Sysmac Studio プロジ

ェクトファイル」を読み込みます。 

▼  

 7.3.2.オンライン接続とプロジェクト

データの転送 

Sysmac Studio をオンライン接続し、プロジェク

トデータをコントローラに転送します。 

▽  

7.4.ネットワークの設定 EtherNet/IP のタグデータリンクの設定を行いま

す。 

▼  

 7.4.1.ネットワーク構成ファイルの読

み込みとオンライン接続 

「Network Configurator v3ネットワーク構成ファ

イル」を読み込み、コントローラとオンライン接

続します。 

▼  

 7.4.2.タグデータリンクパラメータの

転送 

タグデータリンクパラメータをコントローラに

転送します。 

▽  

7.5.EtherNet/IP 通信の確認 EtherNet/IP のタグデータリンクが正しく実行さ

れていることを確認します。 

▼  

 7.5.1.接続状態の確認 EtherNet/IP の接続状態を確認します。 

▼  

 7.5.2.データ送受信の確認 正しいデータが送受信されていることを確認し

ます。 
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7.2. PLCの設定 

PLC の設定を行います。 

 

7.2.1. ハード設定 
PLC のハードスイッチを設定し、ネットワークの配線を行います。 

 

使用上の注意  

電源 OFF 状態で設定してください。 

 

1 PLCの電源がOFF状態であるこ

とを確認します。 

 

※電源 ON 状態だと、以降の操

作において手順どおりに進め

ることができない場合があり

ます。 

 

 

2 EtherNet/IP ユニット前面のハー

ドスイッチの位置を、右図をも

とに確認します。 

3 ユニット番号設定スイッチを[0]

に設定します。 

4 ノードアドレス設定スイッチを

以下のとおりに設定します。 

[NODE No.x161]：「0」 

[NODE No.x160]：「2」 

 

IP アドレス：「192.168.250.2」

 

※デフォルトでは、上位 3 オク

テットは「192.168.250」固定

で、ノードアドレス設定スイ

ッチで設定した値が自 IP アド

レスの第 4 オクテットとなり

ます。 
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5 PLC の EtherNet/IP ポートに

LAN ケーブルを、USB ポートに

USB ケーブルを接続し、「5.2 デ

バイス構成」のように、パソコ

ンおよびスイッチングハブと

PLC を接続します。 

 

6 PLC の電源を投入します。 

7 セグメント LED に、設定され

ている IP アドレスが右から左に

かけて流れるように表示されま

す。その後、正常動作中は IP ア

ドレスの下位 8ビットが 16進数

で表示されます。 

 

 

USB ケーブル

LAN ケーブル 

スイッチングハブ
PLC

CPU ユニット

電源ユニット
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7.2.2. CX-Programmerの起動とPLCオンライン接続 
CX-Programmer を起動し、PLC とオンライン接続します。 

CX-One と USB ドライバをあらかじめパソコンにインストールしてください。 

 

1 CX-Programmer を起動します。

2 メニューバーから[PLC]－［自動

オンライン接続］－［直接接続］

を選択します。 

3 ［直接接続］ダイアログが表示

されますので、「接続形式」の

「USB 接続」にチェックを入れ、

［接続］をクリックします。 

4 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、［いいえ］

をクリックします。 
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5 右図のダイアログが表示され、

自動接続が実行されます。 

 

6 オンライン接続状態になったこ

とを確認します。 

 

※「 アイコン」が押された（凹

（へこ）んだ）状態であれば、

オンライン接続状態です。 

 

 

 

参考  
PLC とオンライン接続ができない場合は、ケーブルの接続状態等を確認してください。 

あるいは、手順 2 に戻って、設定内容を確認して各手順を再実行してください。 

詳細については、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)の「第 6 章 PLC

との接続」を参照してください。 

 

参考  
以降の手順で説明している各種ダイアログは CX-Programmer の環境設定によっては表示さ

れない場合があります。 

環境設定の詳細については、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)の

「3-4 CX-Programmer の環境設定（［ツール］｜［オプション］）」から、 

「■[PLC]タブの設定」を参照してください。 

本資料では、「PLC に影響する操作はすべて確認をする」の項目がチェックされている状態

を前提に説明します。 
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7.2.3. パラメータ設定 
PLC の I/O テーブルを作成し、IP アドレスを設定します。 

 

1 PLC の動作モードが「運転モー

ド」あるいは「モニタモード」

になっている場合は、以下の①

～③の手順にて「プログラムモ

ード」に変更します。 
 
①CX-Programmer のメニュー

バーから[PLC]－［動作モー

ド］－［プログラム］を選択

します。 
 
②右図のダイアログが表示され

ますので、問題がないことを

確認し、［はい］をクリックし

ます。 
※ダイアログ表示に関する設定

については前ページの「参考」

を参照してください。 
 
③CX-Programmer のプロジェ

クトワークスペースにある、

PLC 機種右側の表示（右図参

照）が「プログラムモード」

になっていることを確認しま

す。 

 

 

 

（プロジェクトワークスペース） 

2 CX-Programmer のメニューバ

ーから[PLC]－［PLC 情報］－

［I/O テーブル・ユニット設定］

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウが表示されます。 
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3 ［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウのメニューバーから［オプ

ション］－［I/O テーブル作成］

を選択します。 

 

 

 

 

右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。

 

 

 

 

 

 

右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。
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4 ［転送［PLC→パソコン］］ダイ

アログが表示されますので、［I/O

テーブル］と［高機能ユニット

設定データ］にチェックを入れ、

［転送］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転送が完了すると［転送結果］

ダイアログが表示されます。 

ダイアログ中のメッセージを確

認し、転送に失敗していないこ

とを確認します。 

 

右図のとおり、 

「転送成功：1 ユニット」 

「転送失敗：0 ユニット」 

と表示が出ていれば、I/O テーブ

ルの作成は正常終了していま

す。 

 

[OK]をクリックします。 

 
 

 
 

5 ［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウの［内蔵ポート／インナー

ボード］の左側の［＋］をクリ

ックし、[CJ2M-EIP21]を表示さ

せます。 
※右図は、「5.2.デバイス構成」

に示す CPU ユニット（内蔵

EtherNet/IP ポート）になりま

す。「5.1.対象機器」に記載さ

れている他のEtherNet/IPユニ

ットを使用した場合、表示位

置や名称は異なります。 
 
[CJ2M-EIP21]を選択し、マウス

の右ボタンをクリックして、［高

機能ユニット設定の編集］を選

択します。 

 

 



7．EtherNet/IP の接続手順 

 18

6 ［パラメータの編集］ダイアロ

グが表示されますので、[TCP/IP]

タブを選択します。 

［IP アドレス］欄に次の設定を

行います。 

・次のアドレスを使用する： 

選択 

・IP アドレス：192.168.250.2 

・サブネットマスク：

255.255.255.0

 

［転送［パソコン→ユニット］］

をクリックします。 

 

7 右図のダイアログが表示されま

すので問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラメータのユニット転送が完

了したことを確認して、[OK]を

クリックします。 
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8 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、［はい］

をクリックします。 

 

 

 

 

ユニット再起動が実行される

と、右図のダイアログが表示さ

れますので、内容を確認し、[OK]

をクリックします。 

 

9 IP アドレスが正しく変更された

ことを確認するために［照合］

をクリックします。 

10 パラメータの照合が一致したこ

とを確認し、[OK]をクリックし

ます。 

11 ［パラメータの編集］ダイアロ

グの[OK]をクリックします。 
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7.3. コントローラの設定 

コントローラの設定を行います。 

 

7.3.1. Sysmac Studioの起動とプロジェクトファイルの読み込み 
Sysmac Studio を起動し、「Sysmac Studio プロジェクトファイル」を読み込みます。 

Sysmac Studio と USB ドライバをあらかじめパソコンにインストールしてください。 

 

1 コントローラの内蔵 EtherNet/IP

ポート(PORT1)に LAN ケーブル

を、ペリフェラル(USB)ポートに

USB ケーブルを接続し、「5.2.デ

バイス構成」のように、パソコ

ンおよびスイッチングハブとコ

ントローラを接続します。 

コントローラの電源を投入しま

す。 

 

2 Sysmac Studio を起動します。 

［インポート］をクリックしま

す。 

 

※起動時に、アクセス権確認用

のダイアログが表示される場

合、起動する選択を行ってく

ださい。 

 

3 ［ファイルをインポート］ダイ

アログが表示されますので、

[OMRON_CJ2_EIP_V101.smc]

（Sysmac Studio プロジェクト

ファイル）を選択し、［開く］を

クリックします。 

 

※使用する「Sysmac Studio プロ

ジェクトファイル」は、オム

ロンより入手してください。 

 

USB ケーブル

CPU ユニット

エンドカバー

電源ユニット

LAN ケーブル 

スイッチングハブ

コントローラ 
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4 [OMRON_CJ2_EIP_V101]プロ

ジェクト画面が表示されます。 

画面左側を「マルチビューエク

スプローラ」、右側を「ツールボ

ックス」、中央を「エディットウ

ィンドウ」といいます。 

 

※「プロジェクトのバージョン

が異なります」というエラー

メッセージが表示された場

合、Sysmac Studio のバージョ

ンを「5.2.デバイス構成」以降

に変更してください。 

 

 

 

5 メニューバーから、［プロジェク

ト］－［全プログラムチェック］

を選択します。  

6 ［エディットウィンドウ］下に、

［ビルドウィンドウ］が表示さ

れます。 

エラーおよびワーニングが、と

もに「0」であることを確認しま

す。 

 

7 メニューバーから、［プロジェク

ト］－［リビルド］を選択しま

す。 

 

8 確認用のダイアログが表示され

ますので、問題がないことを確

認し、［はい］をクリックします。

9 ［ビルドウィンドウ］内のエラ

ーおよびワーニングが、ともに

「0」であることを確認します。

 

マルチビュー

エクスプロー

ラ 

エディット

ウィンドウ 
エディット

ウィンドウ 
ツール 
ボックス 
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7.3.2. オンライン接続とプロジェクトデータの転送 
Sysmac Studio をオンライン接続し、プロジェクトデータをコントローラに転送します。 

 

 

 
Sysmac Studio からユーザプログラム、「構成／設定」のデータ、デバイス変数、

CJ ユニット用メモリの値を転送するときは、転送先ノードの安全を確認してか

ら行ってください。 

CPU ユニットの動作モードにかかわらず、装置や機械が想定外の動作をする恐

れがあります。 

 

 

1 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［デバイス変更］を選択

します。 

 

2 ［デバイス変更］ダイアログが

表示されます。 

［デバイス］および［バージョ

ン］が、右図のように使用する

設定になっていることを確認し

ます。 

 

※設定内容が異なる場合は、プ

ルダウンメニューから選択し

て、設定してください。 

 

[OK]をクリックします。 

 

3 手順 2 で設定を変更した場合、

［ビルド］ダイアログが表示さ

れますので、内容を確認し、［は

い］をクリックします。 

 

4 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［通信設定］を選択しま

す。 
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5 ［通信設定］ダイアログが表示

されます。 

［接続方法］から、［USB-直接接

続］を選択します。 

 

[OK]をクリックします。 

6 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［オンライン］を選択し

ます。 

 

 

 

※右のような確認ダイアログが

表示された場合、ご使用のコ

ントローラの形式あるいはバ

ージョンが、プロジェクトフ

ァイルのデバイス設定と異な

っています。コントローラの

形式とバージョンに合わせプ

ロジェクトファイルのデバイ

ス設定を見直し、手順 1 に戻

って、本項の手順を再実行し

てください。 

ダイアログは、[OK]をクリッ

クして、終了します。 

 

※確認ダイアログに表示される

形式やバージョンは、ご使用

のコントローラやプロジェク

トファイルのデバイス設定に

より異なります。 

ダイアログは、[OK]をクリッ

クして、終了します。 

 

 
 

※確認ダイアログの 1 例 
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参考  
コントローラとのオンライン接続に関する詳細については、「Sysmac Studio Version 1 オ

ペレーションマニュアル」(SBCA-362)の「第 5 章 コントローラとの接続」を参照してくだ

さい。 

 

7 右図のように、確認のダイアロ

グが表示されますので、問題が

ないことを確認し、［はい］をク

リックします。 

 

※使用するコントローラの状態

により、表示されるダイアロ

グが異なりますが、［はい］や

[Yes]など処理を進める選択を

行ってください。 

 

※表示されるシリアル IDは機器

により異なります。 

 

 

8 オンライン状態になると、［エデ

ィットウィンドウ］の上段に、

黄色い枠が表示されます。 

9 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［同期］を選択します。 
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10 ［同期］ダイアログが表示され

ます。 

転送したいデータ（右図では、

[NJ501]）にチェックがついてい

ることを確認して、［転送［パソ

コン→コントローラ］］をクリッ

クします。 

 

※［転送［パソコン→コントロ

ーラ］］を実行すると、Sysmac 
Studio のデータをコントロー

ラに転送して、データの照合

を行います。 
 

 

11 確認ダイアログが表示されます

ので、問題がないことを確認し、

［はい］をクリックします。 

 

 

同期中の画面が表示されます。 

 

 

確認ダイアログが表示されます

ので、問題がないことを確認し、

［いいえ］をクリックします。 

※「運転モード」に戻さないよ

うにしてください。 

 

 

12 同期したデータの文字色が［同

期済み］色になり、 

「同期は成功しました。」と表示

されていることを確認します。 

問題がなければ、［閉じる］をク

リックします。 

 

※「同期は成功しました。」と表

示されることで、Sysmac 

Studio のプロジェクトデータ

とコントローラのデータが一

致したことを示します。 

 

※同期が失敗した場合は、配線

を確認のうえ、手順 6 から再

実行してください。 
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7.4. ネットワークの設定 

EtherNet/IP のタグデータリンクの設定を行います。 

 

7.4.1. ネットワーク構成ファイルの読み込みとオンライン接続 
Network Configurator を起動し、「Network Configurator v3 ネットワーク構成ファイル」を

読み込み、コントローラとオンライン接続します。 

 

使用上の注意  

以降の手順を実施する前に、LAN ケーブルが接続されていることを確認ください。 

接続されていない場合、各機器の電源を OFF にしてから LAN ケーブルを接続してください。

 

1 Network Configurator を起動し

ます。 

2 メニューバーから［ファイル］

－［開く］を選択します。 

 

3 ［開く］ダイアログが表示され

ますので、

[OMRON_CJ2_EIP_V101.nvf]

（Network Configurator v3 ネッ

トワーク構成ファイル）を選択

し、［開く］をクリックします。

 

※使用する「Network 

Configurator v3 ネットワーク

構成ファイル」は、オムロン

より入手してください。 

 

ネットワークウィンドウ
ハードウェ

アリスト 
ウィンドウ 
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4 ［ネットワークウィンドウ］に、

右図のように以下の機器が表示

されます。 

ノード 1 の IP アドレス：

「192.168.250.1」 

ノード 2 の IP アドレス

「192.168.250.2」 

 

 

5 メニューバーから［オプション］

－［インターフェースの選択］

－[NJ Series USB Port]を選択し

ます。 

6 メニューバーから［ネットワー

ク］－［接続］を選択します。 
 

7 ［接続ネットワークポートの選

択］ダイアログが表示されます

ので、[TCP：2]を選択します。

[OK]をクリックします。 

8 ［接続ネットワークの選択］ダ

イアログが表示されますので、

内容を確認し、[OK]をクリック

します。 

9 正しくオンライン接続できた場

合、右図の場所が青に変わりま

す。  
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参考  
コントローラとオンライン接続ができない場合は、ケーブルの接続状態等を確認してくださ

い。あるいは、手順 5 に戻って、設定内容を確認して各手順を再実行してください。 

詳細については、「NJ シリーズ CPU ユニット内蔵 EtherNet/IP ポート ユーザーズマニ

ュアル」(SBCD-359)の「第 7 章 タグデータリンク機能」－「7-2-8 Network Configurator

のネットワーク接続手順」を参照してください。 
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7.4.2. タグデータリンクパラメータの転送 
タグデータリンクパラメータをコントローラに転送します。 

 

1 メニューバーから、［ネットワー

ク］－［ダウンロード］を選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。

 

2 タグデータリンクパラメータ

が、Network Configurator からコ

ントローラにダウンロードされ

ます。 

 

3 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、[OK]を

クリックします。 
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7.5. EtherNet/IP通信の確認 

EtherNet/IP のタグデータリンクが正しく実行されていることを確認します。 

 

7.5.1. 接続状態の確認 
EtherNet/IP の接続状態を確認します。 

 

1 タグデータリンクが正常に行われて

いることを各機器の LED で確認し

ます。 

 

・コントローラ 

（内蔵 EtherNet/IP ポート） 

正常時の LED 状態は以下のとお

りです。 

[NET RUN]：緑点灯 

[NET ERR]：消灯 

[LINK/ACT]：黄点滅 

（パケット送受信時に点滅） 

 

 

・PLC（EtherNet/IP ユニット） 

正常時の LED 状態は以下のとお

りです。 

[MS]：緑点灯 

[NS]：緑点灯 

[COMM]：黄点灯 

[100M]または[10M]：黄点灯 

 

 

 

 

 

（コントローラ） 

 

 

 

 

（EtherNet/IP ユニット） 

 

2 タグデータリンクが正常に行われて

いることを Network Configurator の

［デバイスモニタ］ウィンドウのス

テータス情報で確認します。 

 

ネットワークウィンドウ上のノード

1 のデバイスアイコンを右クリック

し、［モニタ］を選択します。 
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3 右図は［デバイスモニタ］ウィンド

ウの［ステータス 1］タブの内容で

す。 

 

右図と同じ項目にチェックが入って

いれば、タグデータリンクは正常に

行われています。 

 

［閉じる］をクリックします。 

4 メニューバーから、［ネットワーク］

－［接続解除］を選択し、オフライ

ン状態にします。図示の場所が青か

ら変わります。 

メニューバーから、［ファイル］－

［Configurator の終了］を選択し、

Network Configurator を終了しま

す。 

 

 

数字：ノード番号 

青：コネクション正常 
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7.5.2. データ送受信の確認 
正しいデータが送受信されていることを確認します。 

 

 

 
Sysmac Studio からユーザプログラム、「構成／設定」のデータ、デバイス変数、

CJ ユニット用メモリの値を転送するときは、転送先ノードの安全を確認してか

ら行ってください。 

CPU ユニットの動作モードにかかわらず、装置や機械が想定外の動作をする恐

れがあります。 

 

1 メニューバーから、［表示］－［ウォ

ッチウィンドウ］を選択します。 

 

2 ［エディットウィンドウ］の下段に、

［ウォッチウィンドウ 1］タブが表

示されます。 

 

3 ［ウォッチウィンドウ 1］には、以

下のようにモニタする［名称］が入

力されています。 
EIP002_D10100_OUT[0] 
EIP002_D10100_OUT[1] 
EIP002_D10000_IN[0] 
EIP002_D10000_IN[1] 

 
 

4 EIP002_D10100_OUT[0]の［変更］

エリアに、[1234]を入力します。 

 

 

 

値を入力後、エンターキーを押しま

す。EIP002_D10100_OUT[0]の［モ

ニタ値］が[1234]になります。 

 

 

同様に、EIP002_ D10100_OUT[1]

の［変更］エリアに、[5678]を入力

します。 

［モニタ値］が[5678]になります。
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5 CX-Programmer を表示します。 

PLC の動作モードが、「プログラム

モード」であることを確認します。

 

※CX-Programmer が、オンライン

で、PLC がプログラムモードでない

場合は、7.3.2 項の手順で変更してく

ださい。 

 

 

6 メニューバーから[PLC]－［PLC 情

報］－［PLC メモリ］を選択します。

7 ［PLC メモリ］ウィンドウが表示さ

れます。 

PLC メモリウィンドウのリストか

ら、[D]をダブルクリックします。 
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8 ［D］ウィンドウが表示されます。

［先頭チャネル］に「10100」を入

力します。 

9 メニューバーから［表示］－［表示］

－[HEX]を選択します。 

10 メニューバーから［オンライン］－

［モニタ］を選択します。 

 

11 ［メモリエリアのモニタ］ダイアロ

グが表示されます。 

[D]にチェックを入れて、［モニタ］

をクリックします。 

 

12 D10100～の値が表示されます。 

[D10100]が「1234」で、[D10101]

が「5678」で、5 項の手順で設定し

た値であることが確認できます。 
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13 ［先頭チャネル］に「10000」を入

力します。 

 

14 [D10000]を選択している状態で、

［現在値設定］をクリックします。

15 ［現在値設定］ダイアログが表示さ

れますので、［値］に「9876」を入

力します。 

[OK]をクリックします。 

16 [D10000]の値が、[9876]になってい

ることを確認します。 

 

17 手順 14～16 と同等の手順で、

[D10001]を「5432」にします。 

 

18 Sysmac Studio を表示します。 

EIP002_D10000_IN[0]と

EIP002_D10000_IN[0]の［モニタ値］

が、[9876]および[5432]であること

を確認します。 

手順 14～17 で設定した値であるこ

とが確認できます。 
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8. 初期化方法 
 

本資料では、工場出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 

初期設定状態から変更された機器を利用される場合には、各種設定が手順どおりに進めるこ

とができない場合があります。 

 

8.1. コントローラの初期化 

コントローラを初期設定状態にするためには、CPU ユニットの初期化と EtherNet/IP ポート

の初期化が必要になります。初期化前にコントローラをプログラムモードにしてください。 

 

8.1.1. EtherNet/IPポート 
EtherNet/IP ポートに設定されているコネクション情報およびタグ情報を削除します。

Network Configurator を使用し、以下の手順で空のコネクション情報およびタグ情報を設

定し、削除します。 

 

①コネクション情報の削除 

［デバイスパラメータの編集］ダイアログの［コネクション］タブで、［登録デバイス一

覧］に登録されている全デバイスを［↑］ボタンで、［未登録デバイス一覧］に移します。 

登録を解除するとき、確認のダイアログが表示された場合は、［はい］をクリックします。 

   
 

登録デバイスが

ない状態 
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②タグ情報の削除 

［デバイスパラメータの編集］ダイアログの［タグセット］タブで、［未使用タグセット

一括削除］を実行します。 

削除するとき、確認のダイアログが表示された場合は、［はい］をクリックします。 

 
 

 

③ダウンロード 

コントローラを選択した状態で、マウスの右ボタンをクリックし表示されるメニューから、

［パラメータ］－［ダウンロード］を実行します。 

 

 

登録タグが

ない状態 
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8.1.2. CPUユニット 
CPU ユニットの設定を初期設定状態に戻すためには、Sysmac Studio のメニューバーから

［コントローラ］－［メモリオールクリア］を選択します。［メモリオールクリア］ダイ

アログが表示されますので、内容を確認し、[OK]をクリックします。 

 

 

 



8．初期化方法 

 39

 

8.2. PLCの初期化 

PLC を初期設定状態にするためには、CPU ユニットの初期化と EtherNet/IP ユニットの初期

化が必要になります。初期化前に PLC をプログラムモードにしてください。 

 

8.2.1. EtherNet/IPユニット 
①CX-Programmer のメニューバーから[PLC]－［PLC 情報］－［I/O テーブル・ユニット設

定］を選択します。 

［PLC の I/O テーブル］ウィンドウから、EtherNet/IP ユニットを選択し、マウスの右ボタ

ンをクリックし、メニューから［高機能ユニット設定の編集］を選択します。 

 
 

②［パラメータの編集］ダイアログで、［リスタート］をクリックします。 

 

 

③実行確認のダイアログが表示されますので、問題がないことを確認し、［はい］をクリック

します。次に、［ユニットのリスタート］ダイアログが表示されますので、［出荷時設定に戻

して再起動］を選択し、[OK]をクリックします。 

実行完了のダイアログが表示されますので、内容を確認し、[OK]をクリックします。 
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8.2.2. CPUユニット 
CPU ユニットの設定を初期設定状態に戻すためには、CX-Programmer のメニューバーか

ら[PLC]－［メモリオールクリア］を選択します。［メモリオールクリア確認］ダイアログ

で、［初期化を実行する］を選択し、[OK]をクリックします。 
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9. 付録 1 タグデータリンクの設定内容詳細 
 

本資料で設定しているタグデータリンクを行うための設定内容の詳細を示します。 

 

 

9.1. グローバル変数テーブル 

コントローラでは、タグデータリンクのデータをグローバル変数として扱います。グローバ

ル変数の設定内容を以下に示します。グローバル変数テーブルは、Sysmac Studio で設定し

ます。 

 

名称 データ型 保持 
ネットワ

ーク公開 
相手機器の割り当て 

EIP002_D10100_OUT WORD[10] 有効 出力 PLC D10100～ (20byte) 

EIP002_D10000_IN WORD[10] 有効 入力 PLC D10000～ (20byte) 

 

 

参考  
データ型に配列型を指定する場合、Sysmac Studio では、以下の 2 つの入力方法があり、入

力後は①は②に変換され、表示は常に②となります。 

①WORD[3] ／ ②ARRAY[0..2] OF WORD 

本資料では簡略化のため「WORD[3]」と表記しています。 

（上記の例は、3 つの配列要素を持つ WORD 型のデータ型を意味しています。） 

 

 

9.2. 相手機器とグローバル変数の関係 

タグデータリンクパラメータを設定するとき、相手機器のオフセット順に、グローバル変数

を並べて使用する必要があります。 

相手機器のメモリ割付（オフセット）とグローバル変数の関係を以下に示します。 

 

■出力エリア（コントローラ→PLC） 

オフセット 相手機器データ グローバル変数名 データ型 保持

＋0～＋9 PLC D10100～ (20byte) EIP002_D10100_OUT WORD[10] 有効

 

■入力エリア（コントローラ←PLC） 

オフセット 相手機器データ グローバル変数名 データ型 保持

＋0～＋9 PLC D10000～ (20byte) EIP002_D10000_IN WORD[10] 有効
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9.3. タグデータリンクの関連付け 

相手機器とタグデータリンクを行うためには、タグデータリンクパラメータが必要です。 

タグデータリンクは、以下の手順で関連付けを行います。 

 ①Sysmac Studio で、ネットワーク公開するグローバル変数を定義します。 

  作成したグローバル変数を、Network Configurator 用に CSV ファイルに保存します。 

 ②Network Configurator に、①で作成した CSV ファイル（タグリスト）を読み込みます。 

 ③タグリストをまとめて 1 つのタグセットにします。 

 ④タグセットと相手機器情報をリンクし、タグデータリンクパラメータを生成します。 

 

下図の丸数字は、上記の手順に対応する箇所です。 

■出力エリア（コントローラ→PLC） 

コントローラ設定 
（Sysmac Studio で設定） 

タグリンクテーブル設定 
（Network Configurator で設定） 

相手機器情報 

 
① 

 
タグセット：
EIP002_OUT 

20byte 
④ 

← 
D10100 - [20Byte]

グローバル変数  ③ タグリスト  
EIP002_D1010
0_OUT 

WORD 
[10] 

→

②

EIP002_D1010
0_OUT 

(20byte)
 

 
※詳細は 9.2 参照 

 

■入力エリア（コントローラ←PLC） 

コントローラ設定 
（Sysmac Studio で設定） 

タグリンクテーブル設定 
（Network Configurator で設定） 

相手機器情報 

 
① 

 
タグセット：
EIP002_IN 

20byte 
④ 

← 
D10000 - [20Byte]

グローバル変数  ③ タグリスト  
EIP002_D1000
0_IN 

WORD 
[10] 

→

②

EIP002_D1000
0_IN 

(20byte)
 

 
※詳細は 9.2 参照 
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パソコン 

 

グローバル変数 

（CSV ファイル） 

相手機器 
コントローラ

 

10. 付録 2 ツールによるタグデータリンクの設定 
 

本章では、設定ファイルを使用しないでツールによるコントローラの設定をする方法（『最初

からパラメータを設定する方法』）について記載します。 

また、設定ファイルのパラメータを変更したい場合も本章を参考にして行います。 

 

10.1. タグデータリンクの設定概要 

『最初からパラメータを設定する方法』でタグデータリンクを動作させるための処理の関係

を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Sysmac Studio での設定内容 
・パラメータ（IP アドレスほか）設定

・グローバル変数（名称、ネットワー

ク設定、タスク設定ほか）の設定 
・グローバル変数のエクスポート 
・ビルドの実行 
・ウォッチウィンドウの設定 

プロジェクト

データの転送 
タグデータリンク

パラメータの転送

Network Configurator 

Network Configurator での設定内容 
・ネットワーク構成のアップロード 
・CSV ファイル（タグ名）のインポート

・タグの登録 
・コネクションの設定（タグの関連付け）

Sysmac Studio 
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10.2. 『最初からパラメータを設定する方法』での作業の流れ 

『最初からパラメータを設定する方法』での EtherNet/IP のタグデータリンクを設定する手順

は以下のとおりです。 

本章では、「設定ファイル」を使用せずに、ツールを使って入力する方法について 「10.3.

ツールを使用したコントローラの設定」、「10.4.ツールを使用したネットワークの設定」の 2

箇所（以下の赤枠部分）の詳細を説明します。 

「7.2.PLC の設定」、「7.5.EtherNet/IP 通信の確認」については『設定ファイルを使用する方

法』と処理内容が同じため、7 章の手順を参照してください。 

 

 

7.2.PLC の設定 PLC の設定を行います。 

▼  

 7.2.1.ハード設定 PLC のハードスイッチを設定し、ネットワークの配

線を行います。 

▼  

 7.2.2. CX-Programmer の起動と PLC

オンライン接続 

CX-Programmer を起動し、PLC とオンライン接続し

ます。 

▼  

 7.2.3. パラメータ設定 PLC の I/O テーブルを作成し、IP アドレスを設定し

ます。 

▽  

10.3.ツールを使用したコントローラの設

定 

ツールを使用して、コントローラの設定を行います。

▼  

 10.3.1.Sysmac Studio の起動とコント

ローラのパラメータ設定 

Sysmac Studio を起動し、コントローラのパラメー

タを設定します。 

▼  

 10.3.2.グローバル変数の設定 タグデータリンクで使用するグローバル変数を設定

します。 

▼  

 10.3.3.グローバル変数のエクスポート グローバル変数を Network Configurator でタグとし

て使用するため、CSV ファイルとしてエクスポート

します。 

▼  

 10.3.4.オンライン接続とプロジェクト

データの転送 

Sysmac Studio をオンライン接続し、プロジェクト

データをコントローラに転送します。 

▼  

 10.3.5.ウォッチウィンドウの設定 データの送受信を確認するため、ウォッチウィンド

ウの設定を行います。 

▽  
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10.4.ツールを使用したネットワークの設

定 

ツールを使用して、EtherNet/IP のタグデータリンク

の設定を行います。 

▼  

 10.4.1.オンライン接続と構成アップ

ロード 

Network Configurator を起動し、コントローラとオ

ンライン接続し、ネットワーク構成のアップロード

を行います。 
   

 10.4.2.タグとタグセットの設定 PLCの送信エリアと受信エリアのタグとタグセット

を設定します。 

▼  

 10.4.3.ファイルのインポートとタグ

の登録とタグセットの設定 

保存した CSV ファイルをインポートし、オリジネー

タの送信エリアと受信エリアのタグの登録とタグセ

ットの設定をします。 

▼  

 10.4.4.コネクションの設定 設定したタグに対して、ターゲットデバイスのタグ

とオリジネータのタグを関連付ける設定を行いま

す。 

▼  

 10.4.5.タグデータリンクパラメータ

の転送 

設定したタグデータリンクパラメータをコントロー

ラに転送します。 

▽  

7.5.EtherNet/IP 通信の確認 EtherNet/IP のタグデータリンクが正しく実行され

ていることを確認します。 

▼  

 7.5.1.接続状態の確認 EtherNet/IP の接続状態を確認します。 

▼  

 7.5.2.データ送受信の確認 正しいデータが送受信されていることを確認しま

す。 
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10.3. ツールを使用したコントローラの設定 

ツールを使用して、コントローラの設定を行います。 

 

10.3.1. Sysmac Studioの起動とコントローラのパラメータ設定 
Sysmac Studio を起動し、コントローラのパラメータを設定します。 

Sysmac Studio と USB ドライバをあらかじめパソコンにインストールしてください。 

 

1 コントローラに LAN ケーブルお

よび USB ケーブルを接続し、コ

ントローラの電源を投入しま

す。 

※詳細は、「7.3.1.Sysmac Studio

の起動とプロジェクトファイ

ルの読み込み」の手順 1 を参

照してください。 

 

 

2 Sysmac Studio を起動します。 

［新規プロジェクト］をクリッ

クします。 

 

※起動時に、アクセス権確認用

のダイアログが表示される場

合、起動する選択を行ってく

ださい。 

 

3 ［プロジェクトのプロパティ］

ウィンドウが表示されます。 
 
※本資料では、プロジェクト名

を、「新規プロジェクト」とし

ます。 
 
［デバイス選択］の［カテゴリ］

および［デバイス］が使用する

機器になっていることを確認し

ます。 
 
バージョンのプルダウンメニュ

ーから、使用機器のバージョン

[1.05]を選択します。 
 
※本資料では、バージョンとし

て、[1.05]を選択しています

が、実際に使用するバージョ

ンを選択してください。 
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4 ［作成］をクリックします。 

5 ［新規プロジェクト］画面が表

示されます。 

画面左側を「マルチビューエク

スプローラ」、右側を「ツールボ

ックス」、中央を「エディットウ

ィンドウ」といいます。 

6 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［コ

ントローラ設定］－［内蔵

EtherNet/IP ポート設定］をダブ

ルクリックします。 

 

7 ［エディットウィンドウ］に、

［内蔵 EtherNet/IP ポート設定］

タブが表示されます。 

[TCP/IP]を選択し、［IPアドレス］

の固定設定のチェックボックス

を選択し、以下の設定を行いま

す。 

IP アドレス：192.168.250.1 

サブネットマスク：

255.255.255.0 

 

 

マルチビュー 
エクスプローラ

エディット 
ウィンドウ 

ツール 
ボックス
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10.3.2. グローバル変数の設定 
タグデータリンクで使用するグローバル変数を設定します。 

 

1 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［プログラミング］－

［データ］－［グローバル変数］

をダブルクリックします。 

 

2 ［エディットウィンドウ］に、

［グローバル変数］タブが表示

されます。 

 

［名称］の下をマウスでクリッ

クすると、新規変数を入力でき

るようになります。 

 

［名称］に、

[EIP002_D10100_OUT]を入力

します。 

 

［データ型］に、[WORD[10]]を

入力します。 

※入力確定後、表示は右図のよ

うに、「ARRAY[0..9] OF 

WORD」に変わります。 

 

［保持］に、チェックを入れて

［有効］にします。 

 

［ネットワーク公開］に、メニ

ューから［出力］を選択します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 入力確定後、マウスの右ボタン

をクリックし、メニューから、

［新規作成］を選択します。 
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4 手順 2～3 と同様に、新規作成エ

リアに以下のデータを入力しま

す。 
・名称：EIP002_D10000_IN 
データ型：WORD[10] 
保持：有効 
ネットワーク公開：入力 

 

 

 

5 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［構成・設定］－［タ

スク設定］をダブルクリックし

ます。 

［エディットウィンドウ］に、

［タスク設定］タブが表示され

ますので、[VAR]をクリックしま

す。 

［＋］をクリックします。 

6 表示されるエリアの［更新する

変数］の下矢印をクリックする

と、2～4 項の手順で設定した変

数が表示されます。 

[EIP002_D10100_OUT]を選択

します。 

  

8 ［＋］をクリックし、エリアを

追加し、［更新する変数］を選択

します。 

※データ型は、自動的に表示さ

れるので、設定不要です。 

 

右図のように、手順 4 で設定し

た変数が全て表示されるまで追

加します。 
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10.3.3. グローバル変数のエクスポート 
グローバル変数を Network Configurator でタグとして使用するため、CSV ファイルとして

エクスポートします。 

 

1 ［マルチビューエクスプロー

ラ］から、［プログラミング］－

［データ］－［グローバル変数］

をダブルクリックします。 

 

2 ［エディットウィンドウ］に、

［グローバル変数］タブが表示

されます。 

画面内を選択した状態で、マウ

スの右ボタンをクリックし、［全

て選択］を選択します。 

 

 

設定した全変数が、反転表示さ

れます。 

 

 

3 メニューバーから、［ツール］－

［グローバル変数のエクスポー

ト］－[Network Configurator…]

を選択します。 

4 ［名前を付けて保存］ウィンド

ウが表示されますので、［ファイ

ル名］に、[EIP002]を入力します。

［保存］をクリックします。 
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10.3.4. オンライン接続とプロジェクトデータの転送 
Sysmac Studio をオンライン接続し、プロジェクトデータをコントローラに転送します。 

 

 

 
Sysmac Studio からユーザプログラム、「構成／設定」のデータ、デバイス変数、

CJ ユニット用メモリの値を転送するときは、転送先ノードの安全を確認してか

ら行ってください。 

CPU ユニットの動作モードにかかわらず、装置や機械が想定外の動作をする恐

れがあります。 

 

 

1 メニューバーから、［プロジェク

ト］－［全プログラムチェック］

を選択します。 
 

2 ［エディットウィンドウ］下に、

［ビルドウィンドウ］が表示さ

れます。 

エラーおよびワーニングが、と

もに「0」であることを確認しま

す。 

 

3 メニューバーから、［プロジェク

ト］－［リビルド］を選択しま

す。 

 

4 確認用のダイアログが表示され

ますので、内容を確認し、［はい］

をクリックします。 

5 ［ビルドウィンドウ］内のエラ

ーおよびワーニングが、ともに

「0」であることを確認します。

6 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［通信設定］を選択しま

す。 
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7 ［通信設定］ダイアログが表示

されます。 

［接続方法］から、［USB-直接接

続］を選択します。 

 

[OK]をクリックします。 

8 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［オンライン］を選択し

ます。 

確認のダイアログが表示されま

したら、内容を確認し、［はい］

をクリックします。 

 

※使用するコントローラの状態

により、表示されるダイアロ

グが異なりますが、内容を確

認し、［はい］や[Yes]など処理

を進める選択を行ってくださ

い。 

 
 

9 オンライン状態になると、［エデ

ィットウィンドウ］の上段に、

黄色い枠が表示されます。 

 

参考  

コントローラとのオンライン接続に関する詳細については、「Sysmac Studio Version 1 オ

ペレーションマニュアル」(SBCA-362)の「第 5 章 コントローラとの接続」を参照してくだ

さい。 

 

10 メニューバーから、［コントロー

ラ］－［同期］を選択します。 
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11 ［同期］ダイアログが表示され

ます。 

転送したいデータ（右図では、

[NJ501]）にチェックがついてい

ることを確認して、［転送［パソ

コン→コントローラ］］をクリッ

クします。 

 

※［転送［パソコン→コントロ

ーラ］］を実行すると、Sysmac 

Studio のデータをコントロー

ラに転送して、データの照合

を行います。 

 

 

12 確認ダイアログが表示されます

ので、問題がないことを確認し、

［はい］をクリックします。 

 

 

同期中の画面が表示されます。 

 

 

確認ダイアログが表示されます

ので、問題がないことを確認し、

［いいえ］をクリックします。 

※「運転モード」に戻さないよ

うにしてください。 

 

 

13 同期したデータの文字色が［同

期済み］色になり、 

「同期は成功しました。」と表示

されていることを確認します。 

問題がなければ、［閉じる］をク

リックします。 

 

※「同期は成功しました。」と表

示されることで、Sysmac 

Studio のプロジェクトデータ

とコントローラのデータが一

致したことを示します。 

 

※同期が失敗した場合は、配線

を確認のうえ、手順 1 から再

実行してください。 
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10.3.5. ウォッチウィンドウの設定 
データの送受信を確認するため、ウォッチウィンドウの設定を行います。 

 

1 メニューバーから、［表示］－［ウォ

ッチウィンドウ］を選択します。 

 

2 ［エディットウィンドウ］の下段に、

［ウォッチウィンドウ 1］タブが表

示されます。 

3 ［ウォッチウィンドウ 1］に、以下

のようにモニタする［名称］を入力

します。新規名称の入力時は、「名前

を入力…」をクリックします。 
EIP002_D10100_OUT[0] 
EIP002_D10100_OUT[1] 
EIP002_D10000_IN[0] 
EIP002_D10000_IN[1] 

 
※設定内容は、「7.5.2.データ送受信

の確認」で使用します。 
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10.4. ツールを使用したネットワークの設定 

ツールを使用して、EtherNet/IP のタグデータリンクの設定を行います。 

 

10.4.1. オンライン接続と構成アップロード 
Network Configurator を起動し、コントローラとオンライン接続し、ネットワーク構成の

アップロードを行います。 

 

使用上の注意  

以降の手順を実施する前に、LAN ケーブルが接続されていることを確認ください。 

接続されていない場合、各機器の電源を OFF にしてから LAN ケーブルを接続してください。

 

1 Network Configurator を起動し

ます。 

2 メニューバーから［オプション］

－［インターフェースの選択］

－[NJ Series USB Port]を選択し

ます。 

3 メニューバーから［ネットワー

ク］－［接続］を選択します。 
 

ネットワークウィンドウ
ハードウェ

アリスト 
ウィンドウ 
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4 ［接続ネットワークポートの選

択］ダイアログが表示されます

ので、[TCP:2]を選択します。 

[OK]をクリックします。 

5 ［接続ネットワークの選択］ダ

イアログが表示されますので、

内容を確認し、[OK]をクリック

します。 

6 正しくオンライン接続できた場

合、右図の場所が青に変わりま

す。  
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参考  
コントローラとオンライン接続ができない場合は、ケーブルの接続状態等を確認してくださ

い。あるいは、手順 1 に戻って、設定内容を確認して各手順を再実行してください。 

詳細については、「NJ シリーズ CPU ユニット内蔵 EtherNet/IPTMポート ユーザーズマ

ニュアル」(SBCD-359)の「第 7 章 タグデータリンク機能」－「7-2-8 Network Configurator

のネットワーク接続手順」を参照してください。 

 

7 メニューバーから［ネットワー

ク］－［アップロード］を選択

し、ネットワーク上の機器情報

を読み込みます。 

 

8 右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。

9 ［対象デバイス］ダイアログが

表示されます。 

[192.168.250.1]と

[192.168.250.2]にチェックをし

て、[OK]をクリックします。 

 

※ダイアログに[192.168.250.1]

と[192.168.250.2]が表示され

ていない場合は、［追加］をク

リックし、アドレスを追加し

てください。 

 

※ダイアログに表示されるアド

レスは、Network Configurator

の使用状況により、変わりま

す。 
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10 デバイスパラメータの読み出し

が実行され、完了すると右図の

ダイアログが表示されます。 

内容を確認し、[OK]をクリック

します。 

 

11 アップロード後のネットワーク

ウィンドウ上において、各ノー

ドの設定 IP アドレスが以下に更

新されていることを確認しま

す。 

ノード 1 の IP アドレス： 

「192.168.250.1」 

ノード 2 の IP アドレス 

「192.168.250.2」 
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10.4.2. タグとタグセットの設定 
PLC の送信エリアと受信エリアのタグとタグセットを設定します。 

 

1 ノード 2 のデバイスを右クリッ

クし、［パラメータ］－［編集］

を選択します。 

2 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログが開きます。 

［タグセット］タブをクリック

します。 

3 ［入力－受信］タブをクリック

します。 

［新規］をクリックします。 

4 確認のダイアログが表示されま

すので、［はい］をクリックしま

す。 
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5 ［タグの編集］ダイアログが表

示されますので、［入力－受信］

タブを選択し、［新規］をクリッ

クします。 

6 ［タグ設定］ダイアログが表示

されます。 

次の値を設定し、［登録］をクリ

ックします。 

 タグ名：D10100 

 サイズ：20 Byte 

 

7 ［閉じる］をクリックします。 
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8 ［タグの編集］ダイアログが表

示されます。 

[D10100]と[20Byte]が表示して

いることを確認します。 

9 ［出力－送信］タブを選択しま

す。 

［新規］をクリックします。 

10 ［タグ設定］ダイアログが表示

されます。 

次の値を設定し、［登録］をクリ

ックします。 

 タグ名：D10000 

 サイズ：20 Byte 
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11 ［閉じる］をクリックします。 

 

12 ［タグの編集］ダイアログが表

示されます。 

[D10000]と[20Byte]が表示して

いることを確認します。 

 

確認後、[OK]をクリックします。

13 ［はい］をクリックします。 
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14 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログが表示されます。 

[D10100]と[20Byte]が表示され

ます。 

15 ［出力－送信］タブをクリック

します。 

[D10000]と[20Byte]が表示され

ます。 

16 [OK]をクリックします。 
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10.4.3. ファイルのインポートとタグの登録とタグセットの設定 
保存した CSV ファイルをインポートし、オリジネータの送信エリアと受信エリアのタグ

の登録とタグセットの設定をします。 

対象となるノードの受信設定、送信設定の順序で説明します。 

 

1 Network Configurator のネット

ワークウィンドウ上でノード 1

のデバイスを右クリックし、［パ

ラメータ］－［編集］を選択し

ます。 

2 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログが開きます。 

［ファイル操作］ボタンをクリ

ックします。 

3 ［ファイルからインポート…］

を選択します。 

 

4 ［コネクション情報のインポー

ト］ウィンドウが表示されます

ので、[EIP002.csv]を選択し、［開

く］をクリックします。 

 

※［ファイルの場所］は、「10.3.3.

グローバル変数のエクスポー

ト」で、ファイルを保存した

フォルダを指定してくださ

い。 
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5 右画面は、使用するコントロー

ラ、ツールの状態により表示さ

れないことがあります。その場

合は、次手順に進んでください。

 

右のダイアログが表示されまし

たら、問題がないことを確認し、

［はい］をクリックします 

 

 

 

右のダイアログが表示されまし

たら、問題がないことを確認し、

［いいえ］をクリックします。 

タグセットは、自動生成しない

ようにしてください。 

 

6 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログに戻ります。 

［タグセット］タブをクリック

します。 

 

7 ［タグセット］タブの内容が表

示されますので、［入力-受信］タ

ブを選択し、［タグ編集］をクリ

ックします。 

ここでは、ノード 1 が受信する

エリア（ノード 2→ノード 1）を

登録します。 
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8 ［タグの編集］ダイアログが表

示されます。 

［入力－受信］タブを選択しま

す。 

「10.3.2.グローバル変数の設

定」で設定した、「9.2.相手機器

とグローバル変数の関係」に示

す変数名が表示されます。 

9 ［出力－送信］タブを選択しま

す。 

前手順と同様に、「10.3.2.グロー

バル変数の設定」で設定した、

「9.2.相手機器とグローバル変

数の関係」に示す変数名が表示

されます。 

 

[OK]をクリックします。 

10 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログに戻ります。 

［新規］をクリックします。 
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11 ［タグセットの編集］ダイアロ

グが表示されます。 

［タグ候補リスト］内の

[EIP002_D10000_IN]を選択し、

[<<]をクリックします。 

12 [EIP002_D10000_IN]が、［タグ

リスト］に移ります。 

同様に、［タグ候補リスト］内の

全ての変数を、［タグリスト］に

移動させます。 

 

13 ［タグセット名］に、

[EIP002_IN]と入力します。 

 

［登録］をクリックします。 

14 再度、［タグセットの編集］ダイ

アログが表示されますので、［閉

じる］をクリックします。 

 

15 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログが表示されます。 

[EIP002_IN]と[20Byte]が表示さ

れます。 
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16 ［出力－送信］タブを選択しま

す。 

［新規］をクリックします。 

17 ［タグセットの編集］ダイアロ

グが表示されます。 

手順 11 および 12 と同様に、［タ

グ候補リスト］内の変数を、［タ

グリスト］に移動させます。 

 

 

 

 

 

※［タグリスト］内での順番は、

必ず、「9.2.相手機器とグロー

バル変数の関係」のオフセッ

ト順になるようにしてくださ

い。 

 

 

18 ［タグセット名］に、

[EIP002_OUT]と入力します。 

 

［登録］をクリックします。 
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19 再度、［タグセットの編集］ダイ

アログが表示されますので、［閉

じる］をクリックします。 

 

20 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログに戻ります。 

[EIP002_OUT]と[20Byte]が表示

されます。 

［コネクション］のタブを選択

します。 
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10.4.4. コネクションの設定 
設定したタグに対して、ターゲットデバイス（コネクションを開設される側）のタグと、

オリジネータ（コネクションを開設する側）のタグを関連付ける設定を行います。 

 

1 「未登録デバイス一覧」の中に

ある[192.168.250.2]を選択し、

図示の［↓］をクリックします。

2 ［登録デバイス一覧］に

[192.168.250.2]が登録されま

す。 

[192.168.250.2]を選択している

状態で、［新規］をクリックしま

す。 

3 ［コネクション割付］ダイアロ

グが表示されますので、「オリジ

ネータデバイス」および「ター

ゲットデバイス」の各設定欄に、

次の表に示す値をプルダウンメ

ニューから選択し設定します。 

 

■コネクション割付の設定 

コネクション割付 設定値 

入力タグセット EIP002_IN – [20Byte] オリジネータデバイス 

コネクションタイプ Multi-cast connection 

ターゲットデバイス 出力タグセット D10000 – [20Byte] 

 

4 正しく設定されていることを確

認し、［登録］をクリックします。
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5 再度、［コネクション割付］ダイ

アログが表示されますので、［閉

じる］をクリックします。 

 

6 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログに戻りますので、

[OK]をクリックします。 

7 コネクションの割り付けが終わ

ると、ネットワークウィンドウ

の相手機器のデバイスアイコン

に登録先ノードアドレスが表示

されます。 

 

8 ノード 2 のデバイスを右クリッ

クし、［パラメータ］－［編集］

を選択します。 

9 「未登録デバイス一覧」の中に

ある[192.168.250.1]を選択し、

図示の［↓］をクリックします。
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10 ［登録デバイス一覧］に

[192.168.250.1]が登録されま

す。 

[192.168.250.1]を選択している

状態で、［新規］をクリックしま

す。 

11 ［コネクション割付］ダイアロ

グが表示されますので、「オリジ

ネータデバイス」および「ター

ゲットデバイス」の各設定欄に、

次の表に示す値をプルダウンメ

ニューから選択し設定します。 

 

■コネクション割付の設定 

コネクション割付 設定値 

入力タグセット D10100 – [20Byte] オリジネータデバイス 

コネクションタイプ Multi-cast connection 

ターゲットデバイス 出力タグセット EIP002_OUT – [20Byte] 

 

12 正しく設定されていることを確

認し、［登録］をクリックします。

13 再度、［コネクション割付］ダイ

アログが表示されますので、［閉

じる］をクリックします。 
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14 ［デバイスパラメータの編集］

ダイアログに戻りますので、

[OK]をクリックします。 

15 コネクションの割り付けが終わ

ると、ネットワークウィンドウ

の相手機器のデバイスアイコン

に登録先ノードアドレスが表示

されます。 
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10.4.5. タグデータリンクパラメータの転送 
設定したタグデータリンクパラメータをコントローラに転送します。 

 

1 メニューバーから、［ネットワー

ク］－［ダウンロード］を選択

します。 

 

 

 

 

 

 

 

右図のダイアログが表示されま

すので、［はい］をクリックしま

す。 

 

2 タグデータリンクパラメータ

が、Network Configurator からコ

ントローラにダウンロードされ

ます。 

 

3 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、[OK]を

クリックします。 
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11. 改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月日 改訂理由・改訂ページ 

A 2011 年 9 月 2 日 初版 

B 2011 年 10 月 26 日 誤記修正 

C 2013 年 7 月 17 日 ・「5.2.デバイス構成」の表から EDS およびアイコンファイ

ルを削除・6 ページ目 

・「7.1.作業の流れ」の「7.2.4.CX-Programmer の起動とオン

ライン接続」を削除・10 ページ目 

・「7.4.1.ネットワーク構成ファイルの読み込みとオンライン

接続」の手順 4 にある「画面変更」を削除・27 ページ目 

・「10.2.『最初からパラメータを設定する方法』」の作業の流

れに「7.2.2. CX-Programmerの起動とPLCオンライン接続」

を追加・44 ページ目 
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